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栃木県北酪農地帯における飼料作物品質および土壌化学性の 
実態と施肥対策 

栃木県北酪農地帯の飼料畑や草地の土壌化学性の性状とそこで生産されている飼料作 
物のミネラル品質について実態を明らかにしました。乳牛の要求量や土壌診断基準に 
基づいて施肥管理対策を示しました（本文 p.25～p.38）。 

背 景・目 的 

成  果 

0.2%

図１ 飼料作物のミネラル濃度の実態（平均値で表示） 
              注）図中の赤線は乳牛の飼養標準の要求濃度を示す 
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図２ 飼料畑および草地土壌における化学性状の実態（平均値による表示） 
      注）図中の赤線は関東東海地域における土壌診断基準値の上限値、緑線は下限値を示す 
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栃木県北酪農地帯における河川・井戸水等の水質実態と
その背景

栃木県北酪農地帯の河川・地下水の水質環境は現時点で問題は見あたらない。
しかし家畜ふん尿による潜在的な環境汚染リスクは高いので、今後は環境汚染
対策が重要となる（本文 p.39～p.49）。 

背景・目的 

成 果 

. 1949 1988

1989

1970

1999 251kg/ha

図３ 耕地面積当たり家畜ふん尿窒
素 kg/ha(1999年) 

図１ 家畜ふん尿窒素の推移（全県） 

図２ 家畜ふん尿窒素の推移（県北） 
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図５ 耕地面積当たり家畜ふん尿窒素発生量の経年変化(kg/ha） 
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pH BOD SS DO

AA 1 6.5 8.5 1 mg/L 25 mg/L 7.5 mg/L 50 MPN/100mL

6.5 8.5 2 mg/L 25 mg/L 7.5 mg/L 000 MPN/100mL

B 3 2 6.5 8.5 3 mg/L 25 mg/L 5.0 mg/L 000 MPN/100mL

C 6.5 8.5 5 mg/L 50 mg/L 5.0 mg/L

D 2 6.0 8.5 8 mg/L 100 mg/L 2.0 mg/L

E 3 6.0 8.5 10 mg/L 2.0 mg/L
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-
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-N T-P PO4

-

(mg/L) (mg/L) (mg/L) (mg/L) (mg/L)

1 8.3 7.84 0.2 0.1 - 0.023 -

2 - 7.66 0.2 0.1 - - -

3 15.2 7.23 1.1 1.1 - 0.01 -

4 13.7 7.37 0.8 0.7 0.03 0.055 0.03

5 13.6 7.11 1.3 1.3 0.03 0.015 -
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